
国立大学博物館等協議会2006年大会in北海道大学（第１回博物科学会）プログラム 

 
開催期間：2006 年 6 月 22 日（木）～6 月 23 日（金） 
開催会場：北海道大学学術交流会館 小講堂，第１，第４会議室 
主  催：国立大学博物館等協議会 
 

 

■ 6月22日（木） 

10:00～12:00  北大総合博物館案内・北大植物園案内 

         （詳しくは別記「北大総合博物館・北大植物園案内について」をご覧ください） 

13:30      受付開始 

14:30～14:45  北海道大学総長挨拶 中村睦男（北海道大学総長） 

14:45～15:00  協議会会長挨拶 藤田正一（北海道大学総合博物館館長） 

        「博物科学会へようこそ！」 

15:00～15:45  基調講演 沖吉和祐（ミュージアムマネジメント学会副会長） 

「ミュージアム・ユニバーシティへの道」 

15:45～17:15  情報分科会 （座長：小俣友輝・江口太郎） 

15:45～16:00  大学博物館における情報化のビジョン――保存と創造の両立にむけて 

松本文夫（東京大学総合研究博物館） 

16:00～16:15  民族薬物データベースと証類本草データベース 

○小松かつ子・民族薬物データベース作成委員会・証類本草データベー

ス作成委員会（富山大学和漢医薬学総合研究所） 

16:15～16:30  大阪大学総合学術博物館データベースシステムについて 

○豊田二郎・江口太郎・泉万里（大阪大学総合学術博物館） 

16:30～16:45  科学系博物館の情報ネットワークシステムの概要 

井上透（国立科学博物館） 

16:45～17:00  古生物学のための浮遊性有孔虫バーチャル標本の試作 

○佐々木理（東北大学総合学術博物館）・岩下智洋（ホワイトラビット） 

17:00～17:15  実物という力～テレビ制作の現場から 

高間大介（日本放送協会） 

17:15～18:15  学術分科会 （座長：高橋英樹） 

17:15～17:30  江戸時代に制作された木骨に関する研究 

○片岡勝子（広島大学医学部医学資料館）・馬場悠男（国立科学博物館） 

17:30～17:45  秋山茂雄『極東亜産スゲ属植物』図版標本の選定とデータベース作成 

○加藤ゆき恵・高橋英樹（北海道大学総合博物館） 

17:45～18:00  国立科学博物館のコレクション構築 

松浦啓一（国立科学博物館） 

18:00～18:15  エディアカラ化石生物群は多細胞動物の祖先か？ 

大野照文（京都大学総合博物館） 



18:15～20:00  懇親会（百年記念会館内きゃら亭） 

 

■ 6月23日（金） 

9:00～10:00  展示分科会 （座長：小林快次） 

9:00～9:15  岩手大学ミュージアムにおける展示グレードアップ 

○岡田幸助・滝川雄治・山本昭彦・藤田公仁子（岩手大学ミュージアム） 

9:15～9:30  学ぶプロセスとしての展示―第 5回特別展のこころみ 

落合雪野（鹿児島大学総合研究博物館） 

9:30～9:45  東北大学総合学術博物館の特別展の企画と実施内容について 

柳田俊雄（東北大学総合学術博物館） 

9:45～10:00  京都大学総合博物館の植物標本の管理と利用 

永益英敏（京都大学総合博物館） 

10:00～11:15  教育／マネジメント分科会 （座長：天野哲也） 

10:00～10:15  山岳環境マイスター教育のための生物標本の現状と将来 

○山本雅道・関口伸一・東城幸治・鈴木啓助・島野光司・伊藤建夫・ 

○佐藤利幸（信州大学山岳科学総合研究所・信州大学自然誌科学館準備

WG） 

10:15～10:30  「島根大学ミュージアム」の発足 

～地方大学における附属ミュージアムの開設事例～ 

○会下和宏・高安克己（島根大学ミュージアム） 

10:30～10:45  地域と連携した「地域子ども教室」の取組について 

○宇田津徹朗・植松秀男（宮崎大学農学部附属農業博物館） 

10:45～11:00  岐阜県の地質を題材とした野外自然誌セミナー「地球教室」  

－名古屋大学博物館と名古屋市科学館のコラボレーション－ 

○束田和弘・桂田祐介・亀高正男・吉田英一・足立守（名古屋大学博物

館）・西本昌司・毛利勝廣・柴田正之・中村壽男（名古屋市科学館） 

11:00～11:15  「博物館工学ゼミ」の取り組み――展覧会の企画から展示評価まで 

湯浅万紀子（東京大学総合研究博物館） 

11:15～12:45  地域・社会貢献分科会 （座長：松枝大治・松隈明彦） 

11:15～11:30  英・独・仏の大学博物館の新しい試み 

橋本博文（新潟大学旭町学術資料展示館） 

11:30～11:45  名古屋大学博物館における市民からの寄贈資料の活用 

－中国年画・蔵書票などの事例から－ 

西川輝昭（名古屋大学博物館） 

11:45～12:00  九大博の社会連携活動―コミニュケーションミュージアム事業 

松隈明彦（九州大学総合研究博物館） 

12:00～12:15  香川大学博物館における公開講座の取組～「恐竜を復元しよう」を例に～ 

山本珠美（香川大学生涯教育研究センター） 

 



12:15～12:30  北海道大学総合博物館における「市民セミナー」の現状と課題 

○小林憲生（北海道大学総合博物館）・高橋亮平（北海道大学理学院） 

・村上麻季（北海道大学農学研究科） 

12:30～12:45  京都大学総合博物館の生涯学習におけるハブ機能 

大野照文（京都大学総合博物館） 

12:45～14:00  ランチタイム 

14:00～15:00  特別講演 林良博（東京大学総合研究博物館館長） 

        「法人化後の大学博物館の在り方」 

15:00～16:00  館長会議（第 4 会議室）・実務者会議（小講堂） 

16:00～16:10  小休止 

16:10～17:00  総会（小講堂） 

17:00～17:10  閉会宣言 

 

■ 6 月 24 日（土） 

10:00～12:00  北大総合博物館案内・北大植物園案内 

        （詳しくは別記「北大総合博物館・北大植物園案内について」をご覧ください） 

 

 

 

 

□ 北大総合博物館・北大植物園案内について 

 本大会では、6月22日（木）10時00分～12時00分及び6月24日（土）10時00分～12時00分に北大

総合博物館及び北大植物園案内を予定しております。北大総合博物館では、両日総合博物館ボラ

ンティアによる展示解説が行われ、24日には専門教員による収蔵庫の案内も予定しております。

入館は無料です。また植物園では、両日10時30分よりバックヤード見学ツアーを企画しておりま

す。協議会参加の方は入園無料ですので、受付にてお名前の提示をお願い致します。どうぞお気

軽に足をお運び下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□ 会場案内（数字は下記“キャンパスガイドマップ”の番号を示しています） 

 

・学術交流会館（大会会場） －5 

  札幌駅から徒歩10分、北大正門を入ってすぐ左側 

 

・ 総合博物館 －19 

  札幌駅から徒歩15分、地下鉄南北線北12条駅から徒歩10分。 

 

・ 北方生物圏フィールド科学センター植物園 －32 

  札幌駅から徒歩10分、北大正門から徒歩15分。北海道庁の西側。 

 

・百年記念会館（懇親会会場） －6 

  学術交流会館（大会会場）から徒歩3分。 

 

 
キャンパスガイドマップおよびアクセスマップは北大ホームページからもご覧いただけます。 
また、総合博物館、植物園ホームページにそれぞれ交通案内が掲載されています。 
・キャンパスガイドマップ 

http://www.museum.hokudai.ac.jp/kyougikai/hokudaiMap5.pdf 

 

・キャンパスアクセスマップ 

http://www.hokudai.ac.jp/footer/ft_access.html 

 

・北海道大学総合博物館 

http://www.museum.hokudai.ac.jp/ 

 

・ 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園 

http://www.hokudai.ac.jp/fsc/bg/ 

 

・ 北海道大学 

http://www.hokudai.ac.jp/ 
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